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くりはら食育通信 ～毎月１９日は食育の日～ 

地域と健康をつくる「くりはらの食」   令和７年 1２月発行  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栄養・食生活に関する問い合わせは 栗原市市民生活部健康推進課（TEL22-0370）まで  

もち 

 

栗原の食材とそれらを利用した郷土料理・行事食・地元食の作り方や食文化などを総称して 

「くりはらの食」としています。 

※地元食：季節の食材を使った煮物等など、普段の暮らしの中で家庭や地域に受け継がれてい

るもの。                  （第 4期栗原市食育推進計画より） 
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食に関するアンケート結果（R６年度）では、「家

庭でくりはらの食や郷土料理を月 1回以上食べてい

る」と回答した人の割合は、高校３年生が一番低い

状況でした。第４期栗原市食育推進計画では、「家

庭でくりはらの食や郷土料理を月 1回以上食べてい

る人の割合」を増やすことを目標にしています。
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家庭で「くりはらの食」や郷土料理を

月1回以上食べている人の割合

※ 

※R6年度は小学１年生保護者と、小学５年生の保護者を

対象としています。 



学校教育目標「自主」「健康」「奉仕」 

志波姫中学校 
 

◎志波姫中学校の食に関する目標 

○知識及び技能 

  ・食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解する。 

  ・心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し、自ら管理

していく能力を身に付ける。 

○思考力、判断力、表現力等 

  ・正しい知識・情報に基づいて、食物の品質及び安全性等について自ら判断できる能力 

を身に付ける。 

○学びに向かう力、人間性等 

  ・食物を大事にし、食物の生産等にかかわる人々への感謝する心をもつ。 

・食生活のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身に付ける。 

  ・各地域の産物、食文化や食にかかわる歴史等を理解し、尊重する心をもつ。 

 

◎食育活動の記録① 畑作り・サツマイモの栽培 

 

 

 

 

 

特別支援学級の作業学習で、サツマイモの栽培を行いました。品種は「安納いも」です。

みんなの力で草が生えていただけの場所を畑に改良し、植え付けから収穫までを体験する

ことができ、食物に関する関心が高まりました。現在は大根の栽培を行っています。 
 

◎食育活動の記録② 家庭科分野「食生活と自立」の学習 
 家庭科の授業では、心身の成長に必

要な栄養や健康的な食習慣、基本的な

調理技能の習得について学んでいます。 

また、食生活が心

身に与える影響や食

文化の役割について

も学んでいます。 


